
１回⽣
⼊⾨ゼミ
⼊⾨演習

基礎ゼミ
基礎演習Ⅰ

概論講義
⽇本古代中世史

⽇本近世史・⽇本近現代史

東洋古代中世史・東洋近現代史

⻄洋古代中世史・⻄洋近現代史

⽇本考古学・⽇本⺠俗学

歴史資料学⼊⾨

漢⽂講読⼊⾨

２回⽣
基礎ゼミ
基礎演習Ⅱ

専⾨ゼミ
史学演習Ⅰ

史料講読
⽇本史料講読Ⅰ〜Ⅳ

古⽂書講読Ⅰ･Ⅱ

東洋史料講読Ⅰ･Ⅱ

⻄洋史料講読Ⅰ･Ⅱ

専⾨実習
⽇本考古学資料研究

⽇本⺠俗学資料研究Ⅰ･Ⅱ

３回⽣
専⾨ゼミ
史学演習Ⅱ・Ⅲ

特殊講義
⽇本史特殊講義Ⅰ〜Ⅷ

宗教思想史Ⅰ･Ⅱ

⽇本古⽂書学Ⅰ･Ⅱ

東洋史特殊講義Ⅰ〜Ⅳ

⻄洋史特殊講義Ⅰ〜Ⅳ

⽇本考古学特殊講義Ⅰ･Ⅱ

⽇本⺠俗学特殊講義Ⅰ･Ⅱ

４回⽣
卒業論⽂

専⾨ゼミ
史学演習Ⅳ・Ⅴ

⼊ 学

⼊⾨ 基礎 展開 完成

神⼾⼥⼦⼤学 ⽂学部 史学科 カリキュラムマップ【2022年度⼊学⽣⽤】 卒 業

これらの他にも、史学科の
カリキュラム・ポリシー ☞３⾴

に基いて開講される必修科⽬、
全学共通教養科⽬、資格や免
許取得に関わる科⽬、などを
履修して卒業を⽬指します。
４年間でどのような学⽣に

成⻑できるのか、つまり卒業
を認定するための基準は、
ディプロマ・ポリシー ☞４⾴

に⽰してあります。

アドミッション・ポ
リシー ☞２⾴に準拠して
学⽣を募集しています。
おもに専任教員が担

当する演習ゼミと講義を
右に抜粋しました。
専⾨科⽬については

ＨP「史学科の４年間」
も参照してください。

１⾴



・幅広い歴史的視野と特定の時代・地域に関する専⾨的知識を⾝につけよ
うとする意欲を持つ者。

⼊学者の受け⼊れに関する⽅針（抜粋）

例えば、以下のような学⽣を求めています

思考⼒
判断⼒
表現⼒

・研究発表ならびにレポートや卒業論⽂に真摯に取り
組み、正確で論理的な思考⼒と、⼝頭と⽂章による的
確な表現⼒を⾝につけようとする意欲を持つ者。

主体性
多様性
協働性

・多様な歴史学上の視点や学説を積極的に受容し、
みずからの視座を確⽴しようとする意欲を持つ者。

知識
技能

アドミッション・ポリシー
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教育課程の編成や実施に関する⽅針（抜粋）

以下のような⽅針でカリキュラムを作成しています

教育課程
の編成

・専⾨科⽬を、概論群、講読・実習群、特殊講義群、演習群、卒業論⽂の５つに
分類している。学芸員資格や教員免許の取得に必要な歴史学隣接分野の科⽬も、
専⾨科⽬内に多く開設している。

科⽬群毎の
教育内容

・概論群では、歴史学に関する幅広い知識と多様な歴史観を⾝につける。
・講読・実習群では、史料講読や歴史的資料の取り扱いを通して、資史料を基に
歴史像を描く能⼒を養成する。
・特殊講義群では、歴史学の最先端の講義を通して、⾃らが課題を設定して卒業
論⽂を作成していく意識を⾼める。
・演習群は、課題を主体的に発⾒し解決する⼒と対話⼒を養成する中⼼的授業と
して特に重視し、初年次の⼊⾨演習をはじめとして、各年次にもれなく配置して
いる。 カリキュラム・ポリシー
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・⾃⼰の研究課題に関する資史料（⽂献資料・考古資料・⺠俗資料など）
の所在を調べて広く収集し、読解する技能を有している。

卒業の認定に関する⽅針（抜粋）

以下のような学⽣に学位を認定しています

知識
技能

思考⼒
判断⼒
表現⼒

・講義や演習を幅広く受講することにより、正確な知識と
論理的な思考⼒を⾝につけ、様々な問題をその歴史的背景
に照らして客観的に考察する能⼒を有している。

主体性
多様性
協働性

・演習形式の授業に積極的に取り組み、主体的に
⾃⼰の問題を解決できる能⼒を有している。

ディプロマ・ポリシー

４⾴


